
・－137・・一

五山文革と閑吟集歌謡
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閑吟集の緑茶と五山文学の教養とが関係の深いこと

については既に牧野遼二氏が注目された所であり（F閑

吟集編者孜J）、私も亦嘗て論じた尊かあるが（［閑吟

集成立に匿する若干C間置」（1）、それらの許文は主

として閑吟集綿貫についての立話就中漢文序と五山文

学との防係についてであった○浅野氏以前には脚今賃

と五山文学との罷係は、想像はされたけれども（志田

叢秀博士「室呵時代の′J、歌と閑吟賃」）、具体的な実例

による考察はなかったようである。私は、院吟集序文

に於ける五山文学C影勢即ち紆夏着¢教養Cみてなく

集中の歌謡にも著しく五山文学の影響「あることに注

目して以前にも之に匪耶した考察を述べたことがある

が（「百年不易溝無智強弓」、「r弟行けは岸移る』の′J、

歌」（2））、以下の中尉こ於いてやゝ詳しく之を拙者

塀しようと思う0（り（各節巨頭の歌謡の頭に附した

番号は岩波文即応吟袋に施された番号である0）
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9、只吟可臥梅花月　成仏生天惣是産

この歌は禅の虚無思恕をうたったものであるが、下

旬に於ける生天も成仏も空虚であるというのは、捏梨

、も生死も、更には世間一切の尊がすべて空であるとす

る思想であって、わが五山の詩文に多く見られ石所で

ある。

世間万事紆是空（窮極楚俊）

大道従棄無鍔受白是先賢大張口醒孤相伝給是虐

授手何官有（同上）

末後句舞子知　念念願超生死覇　世間万棍路虚花

（仝上）

事不関懐与世疎　可官署意別名途　細恩睾亦冥中

業　成仏生天産周囲（仝上）

捏粟生死　惣是仮名（他室浸稿）

生天成仏真児戯　目上扶桑万国胡（全土）

昨日捏緊虚空作五歳　即心悲　畢寛不是心　今朝

打破五薗成虚空（天隆語録）

生天成仏嫡笑霊運之詞（3）（仝上）

謝家兄弟有誰抗　文物風流共雁行　成仏生天皆こ

是夢　不喉首茸棲池塘（冷泉集）

上記引例の中、最後∩二首は減っては蘇東波の次の詩

等つ影響によるものであろう。

使君郡曜日参禅　一望叢羽「帳然　成仏文教霊連

枝　著鞭揉使荘生先（良州入境図）

（東渡が五山文学に大きな影薯を友ぽしたことに－つい

てJよ粗こ述べた尊がある。（4））

勿論生天や成仏が嵩に虚無的こ否融勺にのみ貯V、ら

れるとは限らない。陸川地蔵記の

作鞄私像焼石供養胆礼讃動　是八百処即得十種利

益　何等為十　一者土地豊楽　二者衷宅方安　三

者先亡生天

の如きは肯定的な思慮であって、之と同様の例か他に

もある。

昔迦環尊者一日乞食　不択蟄雷．平等乞食　絡申

達一女人　見尊者行乞　廼起念恩身辺更熊可看

唯彼器中看洛汁・挙手奉献尊者受施詑廼謄空

現千八芝相　女人即得生天（仏光国師語録）

黄果断際禅師云　一子出家九族生天　宕不生

天諸仏妄語（延掌倖燈錬、希魔玄密禅師）

今日孝女造像供養　先批生天成仏　信心不

二　看甚難枯　諦聴々々　蔓哉々々（翰林胡芦集）

併し禅京の恩恵としては、「生天」や「成仏」の語

は、前の釦や次の例のように、空無を説き又は否定的

玲矧こよる場合に用いられるのか普通である。

生天成仏閣君恩　灯雨巧詩塵十分　有力秋風吹不

払　的間錐亀断山等（漁稽詩文）

再び冒頭に掲げた閑吟酢詩に立帰って考えるに、

その下句は上旬の理由として述べられているのである

而して上旬の淵源をなし又は之と抗聯ありと恩はれる

詩句は次の如く多い。

不遠三千里来参入十翁匪廃院欺欺何事去勿勿。旧

隠梅花月新吟粒子風　東山如有匪臥病半

禁中。（空輩媒）

風流君荷在　雲路意途長　一住金輩後　重遊落水

陽　梅花吟処月　楊柳別時霜　驚喜投詩至

馳珠碍我傍（雲塾猿吟）

賠友営巣伴鷺舶　風波漂卵夢兢々　醇胎菩薩薯蓼
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例　申布鞄花樹下恰（江西）

聞説青雲置賜氷　村審何以避炎薫　北悪罵臥

天将雪　E謂梅花圃下僚（壬）

少少耽吟老不能　読召佳句射撃澄　近来此通弄如

土　雫見梅花樹下隙（綬翠詩環）

その他類似の詩は多い。さて年天も成仏も虚であり夢

であるとして唯梅花の月（自然の風物）に吟すべLと

いう如き思想は前に引いた「生天成仏閣君恩」の詩に

もよく塀われている。借此の賢は元帳年間成立の「志

不可起」には第三及ひ算四句が、「秋風不脛卦胞霧

関山銀断定l上雲」となっていて、又第一一句の「閣君

恩」には「ワずクレ」と振仮名してある。一休の下記

の詩も上記と同巧のものであるが、より一層閑吟集

の詩句に近い趣のものである。

玉兎椎輪速九街　広翠喜殴是雲耶　覆没吟断梅

花底　仏法市方一点揮。（山新風月集）

上線翠締7己拘　本然清浄尺虚空　南方仏法非吾

寄　一任寒梅花信風（仝）

水流四念不同心　仏界魔界亘古今　等窓風雪

梅花月　酒客弄孟詩客吟（狂雲集）

之等ほ「梅礼云々」はないが

一日無君何上お菜　百年有限只須吟（信等）

の、閏年（大住琵寿）（3）は有限である敵に只吟∵べ

し、と㌻る′習憩に通ずる。更に進んでは「一夜寒悪所

熔談　鵜辺風雪旧同参　人生易老只須基」（熱雲諸

賢）の如きにも通ずるものである。上目二の詳例か手考

えるに、閑吟貨の歌は、脛針主糞から来る芸掴モ享楽

主蓑乃至刹那主菜の層憩を語はすかとも見現1るかも

知れないが、翼は

不求名利不屋賓　隠町1儲遠俗堕　歳晩大寒誰是

友　梅花帯月一校常子（寂室）

などと思想的鞄把を同じくしたものの特殊な表現と見

るべきであろう。即ちその本意は空卿観から出た自然

愛に在るので、そわが一環の逆説離な表現をとったも

のと見られろ。同じく閑吟貨所収の「何せうぞぐすん

で、浮世は夢よただ狂へ」の歓とは、柏似たようで、

その恩恵的立脚増が少し異っている。即ち後者には前

者の如き宗教的な敵弱さや哲学的な明晰さほない。

さて、「只吟可臥」の歌は，今正接の出典を明らか

にし得ないが、壇上の記述だよって劃山階の脅許の一

部であること及ひそ∩代表的な恩恵の狂われであると

いうことは疑いを容れないであろう。
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17　人は嘘にて暮らす世に何ぞよ燕子坊・実相を談じ顕
なる。

この歌の田典と考えるべき詩は下記の如きものであ

る0

雲埠石鐙苔粘履　花落オ流山吏幽　燕子梁問

許実相　被人喚作監事慾（醇院国許語録）

範子飛来談般若　岩前花雨粒嬉々（明極

楚俊）

従遠及近　放嘔漁歌　臨是探訪異相（大覚禅肝詳

録）

陛臣常情無為化　簗燕時宜契柱談．聖徳勇流民被

沢（洛北貨）

尽日蓼々掩竹房　聴他梁燕説真常　百年活計應如

是　肌着於花田布陣（了幻集）

騎々衝口唱還和　産院無人分後前　慧社鐙鴨過酔

漢　校風掛弗等茶問　責鶴紫燕談禅日白

馬赤鳥樽法年　君命似花触墟落　真如不変又随橡

（膏．龍）

上ら諸例のように、燕子は実相を談じ、般若を語り、

異常を説き、禅を銃声るものとみる考へが禅家に共通

している。一それが更に拡大せられてほ、撒唱漁歌も総

べて深く実相を談ずるものともいわれている。即ち自

然万象に、人は実相を歓待することができるというの

である。所が上掲閑吟集に歌になると、人間への不信

力二強く出ている。「何ぞよ燕子が契相を談じ詰なる」

が主文であるが、主意；よむしろ逆であって、「人は嘘

にて暮す世」を慨歎しているようである。後句にほ、

梓きじ用1見馴れた五山詩文の常套句が一種の抽募眺知1

誠的な興味から添えられたものと考えられるのである。
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川3清見寺へ寄れて帰れば、寒潮月をふひて袈裟に注ぐ

下旬（「琴漸月をふひて」叉は之と類似した句は禅

新に於いて慣用のものであったと見え、

石頭城畔　聴取寒潮送月之声　唱款乃歌（淑
堅港橘）

調京間瑚功巳成　厳然天竺古見生　莫言有鯵兜藷

相　南海澱満吹月　声（蔭涼肝日録）

白髪三生張志和　も帰し流水人情歌　緑裳難葉朝天

夢　夜々寒潮吹月声（仝）

樹々校陰消暑横　山中耳相ト兎表　寒潮吹度

晴相月　坐我膏江三五秋（仝）

託源元是大詔官．流出瞥漢一滴中　閥国権燵帰俗

弟　宗門徳己罷禅翁．姓於金華洞仙賛　辞与茶隈

山喜同　面目堂々不遮掩　夜這吹月万校風

（天陛語録　琵源寺文洪禅師像賛）

等の用例がある。しかし之等ほ直接の出典ではなく、

下記の詩がそれであろう。

送入之伊川

吾心宴娃是書家　不隔京聾与海應　皇極盲雲瞥夢

断　寒潮吹月洒袈裟（綾琴詩集）



五山文学と　閑吟集歌謡

上唱F即今集しつ歌に於ける「清見寺」は禅宗の名利で

あり而も風光明鳩の興津Cつ地に在るところから

皆雪非山天賦峰　芽窄常住不知冬　東遺著迷作詩

掛　清見寺前三保琉（萱掠軒日録）

やその他〔詩文に多く題材としてよまれている。直接

「出典たる前言摘博打眉吊清見寺をうたったもnでは

ないが、之が清見寺と結びつけられて歌われたも（つと

見える。僅ってこr歌は衝撃詩の受託者たる清見寺在

住僧が置翠詩のr一句に日作れ前句を加えて作ったもの

であろう。如何にも禅家P豪快な隅柘が堆壮な風景の

上に碩わされている。北に駅は、文字の上から見かば

／J歌とも見られるが、むL現反名登りにした漢詩と見

るべきものであろう。
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172一夜窓前芭窯の枕　浜や雨と降ろらん

此の歌は君に柴謡のないものである。4歌に尿する

もclであろう。しかしその前句は明らかに漢語の仮名

登り文と見るヾきものであ、後旬日純粋しつ／1、新調の

も「．であるが．一首の発想としてけ浅野氏n挙げられ

た「瀾稽託文」の軋「灯前・一花涙如雨」も同辟口も

口である。そしつほかに仝じく滑稽詩文の「擬雨音摂三

日晴」、「涙雨前々終末乾」．「酸花涙雨景如穐」、「洒襟

涙雨胸中夢」や「前々涙雨末吹霧」等も河と雨とC粁

比に於いて同じ趣が見られる。

さて此れ歌の前句は

荒持倍宿廿畢紅　中庭来校包丁仁爾　半帯

秋風大政窓（天境）

青曙白髪動愁吟　窓前一花芭貰雨　消尽

江湖那限心（野文）

等l一こ出たものであろう。特に照文しつ詩は「窓前」と

「一夜」とCl順的て過二なり、「雨」が「枕」となっ

ているが、殆ど同句であ三。後矧ま「滑稽詩文」〔つ

「涙如雨」と同趣のものであるが、正放心は

ひとしれす沢や空にくもりって秋のLくれとふり

まさるらん（夫オ和歌抄13）

等弓道く、前句後句併車て、一首ナ上記の請や和宣おっ

憩を併せ看している。警固¢腎檻として、直接力腎接

かほ断足し軌1が、此しつ群、が五山詩C影響に柾るもの

であるということは断ぜられるであろう。
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173世事部邸枕　人情灘i預灘。

此の訓よ当時どういうよみ方をされたのか間際でな

いが大路C推定はつく。先づ「人情」‘（語は以下に余

情、風情、幽情、契情、感情等諸例に於ける「情」が

すべて「セイ」とよまわたことによって、当時、「ニ

㌢ジヤク」ではなく、「ジンセイ」と教育で発音され
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たものであろう。

なびき、ふす、カへる、よそなどいふこと環は、

や子っちかなれば、おのづからよせい（余情）にな

るやうなり（花倦習六てE修）

いかにもゆふげんなるよせい（余情）たよりをも

とむ首都に（主上）

ふるまひふぜい（風情）をばそのものに根すべし

（全二ひためん）

これ万／、∩見心をしてひとりのかんせい（感情）

へひき入るるきわ也（5）（TE鏡帽感当乃寄）

空間の人目じちせひ（巽盾）なく候（†那可稲目撃

侍警察　仔預より禅竹苑琶状）

歌舞イウセイ（牌情）∩曲蝶をなし訂蜜髄脳記）

ヨセイ（余情）ことはりともにしらかて（仝）

玉をみがき、花き㌃ざすヨセイ（余情）、（拾三

碍TE）
（6）

その他「よせい」、「ふぜい」つ例は周紬つ如く多い。

次に、この詩：ま膵撰n田哩となすべきものを現在見

田L得ないが、大陸に於，十三苫田令の「牛涯省耕　世

事邸珊軋」（蒔華道彗南陽棄入部㌶宿作三㌢俊行）n詩

句などが環も古い滑をなすも（「と思われる。いっまで

もな　寒山賓や節頂壇「苦にこ李白や粁南の語と並んで、

本邦耳JHこ於けそ、愛読∩ものでもろ。此（つ誓寺のあらわ

す思想昔環も仏教的のものであって、固執つ内容の詩

け五山詩Cつ中に相当数を薫ることがてきる。

打て陪宰雨　弾．事薫還京　肘雰負　にと　風沙巻地

平　四駆悸語間　万里老堆免　六、撞軒鞘整坐　人

間灘ミ預唯（砂田胡声穿）

寸歩ノ＼間灘ざ預灘　与習何堪此懐竃　古今天

地苗年内　際会尋常一吟熱狂　紅葉匡覇秋色晩　ヨミ

樅敵裾瑚針聖　象軽描‖尖甥屋．細君論語翼々看
（心問言手車）

世路風波灘デ頚椎　賀身今日喜帰来　何知

見雪梅花下　相通〒管一笑開（都中）

天下文章環劫灰　誰興其阪看公裁　量汲瀞々雲夢

択　世路難々灘　潤堰　今日荒嚢只依竹

何紆替叢専今侮・十年月冷風洗事又倭一票佳句
偲（仁如）

貰斉邑裾与醇難　名石′卿心一釣隼　浮他姓難

皆濃紺預　漁ノ、末必瀾波瀾（仝）

事業風流年少魁　名家昌古田賢才　舟折可成帰途

瞼　開説甫窯脛ラ預堰（瑞岩）

不厨躍距離潤灘　鰯閏撰述園波瀾　縦然東海

変桑真　壁袖何時信′底乾（英甫）

人惟尋常灘ラ預波　回頭南北是非多　茸君

莫話蒔懐等　巾上青天陽不佗（横川）

平粗大間断漑灘　非君誰倭此憐寛　昨啓初
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覚小春暖　洒紗雷撃打酸（仝）

努病故′八、打不安．院門↑匪為召開　竿手富日月

郡部枕　世路風波艶ラ預唯訂律忽驚彪

Z′黒虎　銅F長等11巨閏冒．茹育且欲梓拭詔二　帰夢元

飛自す渥（空事焦）

頂上の諸鞘よ必デLも制作時代脈に柁っていない

L、又閑吟賛成立I、腰のものをも二首含んでい芝け

れども、之等「詩によって

上掲閑吟賃の歌の成立ほ時々明らかであろう。「人間」

の諾意甚勿論謡曲「羽衣」などに於けるそれと同煮てあ

る。「掛橋灘」は中国の軋名で、脛糟と相並んで賢所

とされた所、刀二しくは源軒預唯てあそがわカ田てほ、

主として詩「′押掛「隈係による∩てあろうカ、匿々灘

慄郡としても用いられている。閑吟隼歌（1「華．事」に

当る「世路「か艶預堪C如きものであろ、とされる例

は観中、仁如及び空華集等に見られ、之等ほ閑吟笑∩

軌′こ於ける世事即邸枕とは逆一つ瓢戸！T「なっているが、

寛都寺　六旬看九害人間　大仰構郡昼夢囁

（天体和尚頂古）

C如き㍍前者とH逆一▼「人間」が雅称枕とされている

例である。叉上記諸例中斬利潤芦孝、心軒荒野、稚川

簿等ば閑吟酔つ歓に近く、「、閑却預世」しつ別である

更に

足疾経年戦田城　寧知性寄与人情　随授産

浪身将老　趨革麿夙訂苛成　満限華け秩正睦　惜

眼一指雨壇明　不才踪我買無用．隻捧持宗経嘩亀

（空準星）

等によっても、「世事」と「人情」（叉は「人間」）

とは対照朗々J立的な放念ではなく．野田的な概念であ

るから、相互に自由に入れかえられて逆つ評列をもと

られたものと思われる。此r閑吟貸しつ歌は、世討つ困

難とノ＼情の岐波とを説き仏教的思想のもOであるが侍

に禅思想的のものというわけではない。しかし前Cつ諸

例によって知られる如く「世事郡部枕人情漂酎預灘」

の認哉カ、概論として述べられる場合もあるが、多くは

この前提から進んご禅しり特色もる逆諦銑恩恵が京さ

れるOである。拾って比の歌は恐らく五言絶句′つ前半

又は五言請の前部であろう0

7

1碩千里も遠からず、あはねば爬尺も千里よなふ0

此乃歌は岩波文庫即今象や朝日古典全書中世散謡境

の頭語等で知られる如く、後世まで小異を加えつつ庶

民つ世界に永く又広く流行したものごあるが、その源

を瑚れば、李白の

楚司申女徒盈盈　高再爬瑚n千里　翠坪鮎貝…察

知綺（親元丹郎坐巫山岸凧）

之　二進

の詩句であろう。次いて山繭束腰に

近刹不再拝　遠別謝罪拍　爬尺不相見　輿

与千里同　人生燕別離　誰知恩愛董（穎川初

別子Itり

n舘がもろ。本邦刊雄一於いては

ユ賢濱際隔仙愕　哩尺情如千里遠　欲到

洞房複野夢　塘花月自民苛青（髄等淫梧）

石竹菊発憤競顆・携残恐不耐炎峨　佳人爬尺

如千里　欲寄築皮構画師（瑞岩）

等n語カ洩り、賢帝の文にも

俄而剋旧梓　別慎倍干幹子　爬尺不見如千鼻

況叉他日水遠山長哉

の餅がある。しかし最も流布したのは禅材句執こ収め

られてからであろう。之はいうまでもないが、蹄に仏

教的又は禅宗抽「思慮哺宅にではなくて、五山に於け

る中間文学の教養の一つの環われとしての詩句が、流

布するうちに庶民凸中に入／二て、際民的な柔軟な悪愛

駅謡に化せられたをのと考えられる。

8

㍍2凡て一八界し一、着楼上暫く思惟して見ればくわいらい

ほうたつにひがを争U待てけいづれの所ぞや、妄憩朋

仇夢幻トノ世し「中にあるをもろとや恩ふらん0

此の歌：士周知Cつ如く謡曲「刈茸」より出たものであ

る。元寸謡曲と仏教との関係n密接である等眠いうま

でもない。此の酎至って上掲げ歌は仏教漕憩との匪郡

に於いて見られる必要のあることはケ論であるが、此

rJ「くわいらいほうたうにひか」の部分に従乎謡曲研

究家にとっても難解′り箇所であったように見えこので

細こ五時文学との覧断に於いて述べてみたいo

「くわいらいほうたうにひか」に託しては、藤田氏

は望波文庫帥今風こ於いて「醜催棚遺ひか」とせられ、

即ち「ほう」C「みを解して佃盲未解決のままであった

が、餞暫氏：よ「ほうたう」を「棚頭」と解釈せられた。

同舟17巨象や禅対句窪からの引例は適切であそ。「ひ

か」に放いて、同氏が之を「放我または僻C両者に解さ

る」とされたのは小職ともいうべきかと思われる。之

に径に劉－）ニる夢意（て′語釦こよって、「彼我」と解すべ

きものであって、「僻」とすべきではないと考えられ

る。さて親好の悦偏は元来中国に行われた操人形であ

そ。之か古くデフユら否定的ノ、生机を述べ封こ際して讐喩

酌に用し、られた。管見「入った古いものでは黄山谷の

五賊追斉十二宮　白蝶寒十黒頭公　明朝一飯焚書

結　安だ研豪作九翁．万般尽被鬼神戯　看耳真人

間飽備圃　隕悩自照安別姓　茂他顔箇弄浮生

（題前江鉦贈で伯l編）

の蒜がある。かかる詩の影響から本邦五山の詩文かこは



五山突撃と閑吟璧欝言謂

柳珂醜協をいうものが頗る多い。それらの中、醜鑑こ

のものを直接興味の勾象として詠じたものは以下の詩

である。

多細腰随歌曲畏　鼓芦弼与・笛声揚　千妖万怪世間

鶉　併作和頭「鴫一場（真軽信）

無心作粁転諷統’瀞戯神通年米体　一紆死時苦横

面　寸務去煙管受珂（耐力賃）

一柳頭上矩全身　或化芋侯或貯民　忘詳Pか真

木鞭　擬！、喚作本葉人（一休）

上記：主すべて「塊協」と㌍する語である。更に

太上天皇降下宣制　必欲山倍再愕於此二　罠尋鴇韓

花笠威儀　更打場中鼓笛　再弄糊頂馳仏　経

苺旧時人　要見薔様頴（竺謄）

納華塵上笑納温．情尺軍容一髪青　首甘幕中親風

偽　金育濾下鉄道各　辞滅叶妙緻通繰（禅展墓）

貧‾E＿挙揚′′＼不甘　草深一七復回議　瑞峯也塵

心切・悦服糊喝搭戯衿（空草葉）

の如き詩文は精々異った仏君的忠恕を合すせた経があ

こ、カ：、前引の「優偶」と電する語群の趣に近い　ので

ある。然るに次の

且道は＝曽牽引睾射所見一稚累　叉引諸禅嘗別間床

一路索　散在請ノ、面前　撒在諸人眼襲　布在諸人

路頭　叉讃‾請人一貫障避　難然如此　山僧要緊句

子　不曹動嘗　薯是望裏へ　黙然ヨ知　苦不毛望

裏へ矯子音敗瀾随へ上下　非但下見棚中之！・、ヰ

不見本那院夢（仏光）

世途今青確詔直　方否千蔵一空　俺隔組頭彼

我，嶋牛角土間英堆　須知砿好相持処　終頂閻

魔葛鞠中　放民輩山行何日　不知輯轡夏放棄（夢

厨）

到竃賽甥相女相五彩虚空　真諦侶評一柳俺

偏　畢貴幸宰是誰（翰林胡芦集）

弘仏魔囁　拭真如月　六十九年侃偶一腺

（椚旭）

枯弄塊偏滞七十年　末後一句仏轍不偉

く虎漢）

∩如きは、明白に人間瑚恥つ仔管を「塊偶の一粒」に

等しきもの、「侃囁祁頂に彼我を闘ふ」如きもの、或

は「塊偶を枯弄する」如きものと観じ、更に進んでは

真苛も俗藷もともに「一柳の塊偶」に過ぎないものと

するが如き、徹底した禅の虎魚的人生観の表現となっ

ている。世阿桶（T）

生死去棄　親房‖鬼儲　一線断時　諾々蕎々

是、ま生死にりんゑ（輪眉）する人間の有様きた

とへ也（花鏡）

は、特に「椰頭塊儲」を以て「生死に輪選する人間の

有様をたとへ」たものと説明しているように、前の諸

－Hl一一

例と二iナく間趣rものである。

頂上の詳述から、閑吟貨の駅即ち謡曲「刈苦」の

「くおいらしほうたうにひカー」は前弓夢局国師グ語録

を拝島の出典とすべきではなかろうか。その是非はし

ばらく別として、五山文学に出自を求めることは正し

いと断ぜられるであろう。

註了．牙構け五日「文学と配吟集歌謡との間作について、

管見のすべてを志さず、一部の瓢に留めて記述し

た。囁倉については別の穐全に讃美したいと思う。

2．「国語国文」犀20覧節4号。

3．会等太守志筑革靴瑞書．何銭悪運祈鳴．誓詞顎

H符竃喚寄慧業　丈人生天等丸覧浬前　成彿必衣

慧渾後（市史謝霊渾侍）

4．参照抑稿「百年不見浦無等張弓」（天和大学々

弓ア二・三号）

5・この「花鳶」に甘㌣ナる「一かんせいへひき入る

る」の「かんせい」に就いては、吾田東征韓士が

「盛男りと解せられて、能事軍土用瀾氏等も之に使

っておられるが、この解‡恐らく　堪りであろう0

心よりm Cくる能とは、無上の上すの申興に、

物数の後、ニ油も、物まねも、きりも、さして

なき能のさびさびとしたる「JTに、何とやらん感

心のある珂あり。（花鍔、批判之事）

比曲、開花凰竜也。比者、古今托茸、物をこな

らべて何も間接なりと云々。開佗者、門はにう

わなる感心、花はひノ⊃∈たる色心なり。（六義

三）

ゑみの円のたのしみをふくむと云∴：荘実しわも　し

ろくうれしき感心也。（習通辞ヒ）

常闇なりし天の下、ほのぼのと明そめける妙心

面白のさかひ、言語道断、不思読、心行所載の

穣心此時にあり。（歌等電描記）

等こ於ける世河闇や韓廿の「感心」は、今日宵い

られるそれとは意義を異にしていて、「感借」と

並置される「感心」∈ある。「感情」は「情に感

ずる」とか「情を懸ぜしめる」の意ではなくて、

「感げる情」の意ごある。それと仝様に、「感

心」はトむに焙ずる」とか寸心を感ぜしめる」の

意ごなく、「感ずる心」の意∈ある。即ち「惜」

とl‾心」とは、今日に於いてもー釦にト巳、惜」と

号誉して用いられるように封rlソ語Cある。従って世阿

欄や繹竹に於ける「感心」なる語から「感情」な

る語の存立及び浸将は葺易一こ考えられる。能妙博

士は，‾かんせい」に就いて、「感は」とすることも

吋構∈あると過ぺておられるが、之は上記の語例

から考えれば「感琴」Cはなくて、必ず「感情」

と解すべきもの∈あらう。何序を以ていえば、



一一142・・＿ 賓　郷　毎　之　進

「かんせいへひき入るる」を同氏の［将軍には「人

の心を搾く感せしめる所云々」とされておるが．

他青

いにLへの役者の上手はたゞ一度のしてのかん

をほんとして即脛一興の成就をなして、当イヒま

∈の手本ならずや。（習追啓六）

に就いては、仝氏は、（上略）一座のシテの転封を

基準として（下略）」と詳されて才Jる。この許分は

上記花鍔の部分と封かノした考えを述べた文である

から、「かん」と「かんせい」とはl耳栽もしくは同

義に近い話と考入るべきではないか。「習迫害

六」の「かん」は「一一操のシテの感」（シテの感

ずる祈）である。狂って，「花押」の「かんせい」

も「シテひとりの感ずる祈」であろう。更に上記

謂例の「感心」から考えてみても、能勢樽士許に

敷ける「人の心を感せしめる所云々Flは「人の心

をシテの感する祈云々」と改めるべきではないだ

ろうか0

6．川瀬－・鴇氏校「世阿哺自筆簿魯集」には

利より下手をば似すまじきと思ふじやうしきあ

らば（固穿華浮三）

硲古は強かれじゃうしきはなかれ（同）

されば、たど人ごとに、或はじゃうしき、或は

えぬゆへに（中略）是は専らうにはあらず、た

ゞかなはぬじゃらしきなり。（同四）

等の「じゃうしきjトに「憶説」と宛ててあるか、

之は方旨勢博士の「評釈」の如く．「諸訊」と宛て

るべきところであるから、「惜」を「‾せい」とよ

むことグ校訂にはならないであろう。

（拍51・9．25）




